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大学「朝鮮文化基礎論」教育と「2002年ソウルスタイル」展

島村恭則

1はじめに

 学校教育の現場における「総合的な学習の時間」の本格的実施（小・中学校は2002年

度から，高等学校は2003年度から）と関わって，近時，学校教育と博物館教育との連携

がさかんに議論されるようになり，またそれにもとつく実践も行なわれるようになって

いる。国立民族学博物館においても，おそらくこうした動きと関わる議論や試みがなさ

れているものと思われる。「みんばっく」（子ども向け貸し出し用学習キット）の導入な

どは，おそらくその一端なのであろう。

 ところで，博物館と学校教育との関わりをめぐっては，小・中・高等学校との関係に

ついてのみならず，大学教育とりわけ大衆化した現在の大学教育との連携についても，

議論がなされる必要があるだろう。この場合，大学の授業に博物館の見学を組み込むケ

ース（博物館学など，博物館自体を教育のテーマにしたものは，ここでの議論の対象で

はない）は，これまでにも多くなされているが，それはその授業を担当する大学教員の

個人的な実践，個人芸のようなものとして行なわれているケースがほとんどなのではな

いだろうか。

 大学の授業は，自立した研究者である個々の教員が，自らの学問研究の成果にもとづ

いて教育を行なうのであり，その運用は，基本的に個々の教員の主体性に委ねられてい

る。したがって，博物館との連携が個人的な実践であることは，ある意味では当然であ

り，否定されるべきことではもちろんない。

 ただし，一方で，近年，大学におけるFD（Faculty Development大学教授団の資質開

発。ファカルティ・デベロップメント）活動が要請され，その実践がさかんになってい

る中，大学教育における博物館の利用について，方法論的な議論や試行を行なう意義も

また否定されるべきではないだろう。

 筆者は，こうした問題意識をもっているものであるが，この問題意識にもとつく具体

的な実践として，このたび「2002年ソウルスタイル」｝ご関わる一連の情報（展示，図録

関連出版物，その他）を大学での授業で活用するという試みを行なった。本稿では，そ

の実践の経過とそこで浮上した課題等についてレポートする。

2秋田大学の「朝鮮文化論」教育

筆者が実践を行なったのは，秋田大学教育文化学部における「朝鮮文化基礎論」の授
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業においてである。秋田大学教育文化学部では，国際言語文化課程（入学定員65名，収

容定員260名。日本・アジア文化，欧米文化，国際コミュニケーションの3選修からな

る）の日本・アジア文化選修に，専門科目として朝鮮文化論関係の科目を開設している。

主要なものとしては，「朝鮮文化基礎論」「日朝比較文化論」「朝鮮文化論」「朝鮮文化論

演習」があり，それぞれ1～IVというように年度によって同一名称であっても内容が変

わるように設定されている1）。国際言語文化課程の学生は，2年生になった段階で各選修

に進むが，これらの専門科目は，選修進級後，2年生から4年生の間に履修する。また，

他の胃病の学生であっても，所定の範囲内で選別をまたいでの履修が可能となっている。

 「朝鮮文化基礎論」「目朝比較文化論」「朝鮮文化論」「朝鮮文化論演習」は，いずれも

1学期15回で完結するもので，単位数は2単位。「朝鮮文化基礎論」「日朝比較文化論」

が1学期に，「朝鮮文化論」「朝鮮文化論演習」が2学期に開講されている。いずれの科

目も，担当教官は筆者である。

 このうち，「朝鮮文化基礎論」がもっとも基礎的な科目であり，2年生の履修が多い。

本年度の受講生は，2年生～4年生まであわせて27名。そのうち，日本・アジア文化選

修の学生が7割で，残りの3割は他の選修の学生である。この科目も含む朝鮮文化論関

係の科目を履修する学生たちは，4年次において，日本，中国，欧米，コミュニケーショ

ン論など多様な領域で卒業論文執筆のための研究を行なうことになるが，中には，朝鮮

文化論で卒業論文を書く者もいる（2002年度は4名）。

3シラバスと実践経過

（1）シラバス

 「朝鮮文化基礎論」は，はじめて専門科目として朝鮮文化論を学ぶ学生を主な対象と

している。担当教官である筆者は，この科目の目標について，次のように設定し，それ

をそのままシラバスの「授業の目標」欄に記載している。

朝鮮文化論の入門編。朝鮮半島について，まったく白紙の状態の人に，基礎的情報と基本的視

角を提供する。

 この場合，1998年度から2001年度まで秋田大学において朝鮮文化論関係の講義を担当

していた真鍋祐子氏が，「率直にいって，着任して間もないころは学生たちのアジア，と

くに韓国・朝鮮に対する偏見の深さに驚かされ，暗澹とし，とまどいを禁ずることがで

き」なかった（真鍋祐子「秋田大学での四年間をふりかえって」『誘水』26，旭水会，2002

年）．と述懐しているような環境の中でこの授業を開講しなければならないということが，

前提条件となっている2）。
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 したがって，筆者としては，朝鮮半島に対する日本版オリエンタリズムや，根拠のな

い後進国イメージなどを，リアリティをもって打ち砕き，等身大の朝鮮半島文化を学生

たちに提示する必要があった。また，受講生の多くは，受験の偏差値はそれなりに高く

ても，新聞はほとんど読んだことがなく，世界の情勢に対する興味や関心もあまりない

学生たちであり，こうした学生に，朝鮮半島文化について，かなりの程度まで噛み砕い

て教える必要もあった。また1～2年前は高等学校の学生であった2年生たちに，抽象的

な論述にあふれた教科書を与えるのはためらわれ，ビジュアルな教材を使用することが，

この段階では効果的であろうとも思われた。

 こうした与件への対応を考えてゆくうちに，筆者は，授業と博物館展示（それは一部

の専門家のためではなく，広範な市民を対象に構成されているため，高度な内容であっ

てもわかりやすいものになるようさまざまな工夫がこらされているのがふつうである）

との有機的なリンクを試みようと考えるに至った。

 折しも，開講時期は，民博における特別展「2002年ソウルスタイル」（以下，「ソウル

スタイル」）の開催時期と重なっている。同展示には，カラーの写真はもちろんのこと，

学問的なエッセーも豊富に収載された図録も用意されている。そこで，この特別展を利

用しない手はないと考えたのであった。

 シラバスの「授業の概要」欄には，次のように記した。

 今年は，国立民族学博物館（大阪）で，特別展「2002年ソウルスタイル」が開催される（3

月21日～7月16日）。これは，ソウル市にくらすふつうの人々の日常生活をとりあげ，現代韓

国の社会と文化について，一般市民にわかりやすく説明しようとする画期的な展示で，わたし

もこの展示の制作に関わった関係者の一人である。本講義は，この展示と講義とをリンクさせ，

現代韓国のナマの姿を具体的に解説してゆく。

 教科書は，本特別展の図録（カラー写真多数）を使用する。また，副教材（地図）として，

韓国観光公社から寄贈された「韓国・ソウルマップ」を配布するので，毎回持参すること。

なお，受講生諸君と相談のうえ，会期中に，本特別展の見学旅行（大阪鶴橋焼肉ツアー付き）

を行なう予定（希望者のみ）。

（2）実践経過

 授業は，基本的に，図録の目次に沿って行なった。ただし，初回と2回目には，韓国

と朝鮮民主主義人民共和国との違い，朝鮮半島の地理ソウルはどこにあるか，といった

概況説明を行ない，2回目の後半に，「都市ソウルの構造く江北と江南〉」に触れたとこ

ろがら，「ソウルスタイル」（舞台は江南である）の世界へ入っていった。

 各回（1回90分）で，だいたい一つの章をとりあげた。図録「ソウルスタイル」は，

冒頭の「ようこそソウルスタイルへ」から後半部の「ハルモニの部屋」まで，12のセク

ションに分かれており，全17回（本年度実績。基準は15回）の授業回数にふさわしい

303



構成となっている。

 各回の授業の進め方は，図録の写真・図を用いての絵解き（その内容は，筆者自身の

韓国での伝貰アパート経験談などで肉付けしている）を中心に据え，次にコラム「くら

しのソウルスタイル」をとりあげ，その内容について，関連エピソードも交えて解説し

た。

 また，展示期間中に刊行された『月刊みんぱく』に掲載の関連記事もプリントして配

布し，その内容について解説した。たとえば，「キッチン」および「アボジとオモニの部

屋」のセクションでは鈴木文子氏の「揺れる韓国の主婦たち」『月刊みんぱく』2002年6

月号を，「ダイニング」では林史樹氏の「韓国の漢方ドリンク」『月刊民博』2002年4月

号を，「アボジの仕事場」では朝倉敏夫氏の「韓国の屋台，ポジヤンマチャ」『月刊みん

ぱく』2002年5月号を，というように用いた。

 他にも，本文の記述を補うものとして，たとえば「ノ〉レモニの部屋」での祖先祭祀の

説明にあたっては，絵本『ソリちゃんのチュソク』（イ・オクベー文・絵，セーラー出版，

2000年）を紙芝居風に読んで聞かせるなど，細かい工夫を行なった。

 以上の内容は，展示＝図録のストーリーに沿いながら，それを補足する形で進めた部

分である。これに対して，授業を展開してゆくうちに，展示＝図録のストーリー構成の

範囲内には収まらないが，ぜひともとりあげるべきだと考えるに至った主題（課題）も

存在する。それは，次のようなものである。

 ①「ソウルスタイル」で描かれている家族像は，いささか「理想的」にすぎるのでは

ないか。「ソウルスタイル」では，家族の中の葛藤は描かれていない。もちろん，展示や

図録にそれがないのは，ある意味では当たり前のことであり，そのこと自体を批判した

いわけではない。ただ，授業で韓国について語ろうとした場合には，やはり葛藤につい

ての言及が必要であろう。

 このようなことを考えていた矢先に，チョ・ユンギョン制作『家族プロジェクト

父の家』（2002年度ソウル女性映画祭最優秀賞受賞作品）が，NHKのETV2002「シリ

ーズ韓国のドキュメンタリー」の第2回目して放送された（2002年5月28日）。その内

容は，時代の変化の中における韓国のある家族の葛藤を，父親と母親父親と長男，父

親と長女といった対立軸を浮き彫りにしながら描き出したもので，「ソウルスタイル」の

「李さん一家」像を相対化するには打ってつけのものであった。さっそく，7回目の授業

の時間にこれを見せた。

 ②歴史の欠如。文化人類学における共時的な視点で対象を切り取っている今回の「ソ

ウルスタイル」に歴史的表象がないのは当然のことである。筆者は，この点をもって展

示批判をしょうとしているわけではまったくない。しかし，17回にわたる授業として「朝

鮮文化基礎論」を展開しようとする場合，あるいは，朝鮮文化論への入門編としてこの

授業が備えているべき体系性という点を考慮した場合には，ある程度，歴史への言及が
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必要になってこよう。とはいうものの，一方で時間の制約があることも確かであり，熟

慮の末，ソウルの近代社会史について言及することにした。

 具体的には，ソウル特別市博物館開館準備特別展図録『ソウルの昔のすがた』（ソウル

特別市博物館，1998年）に収められた豊富な写真資料を教材提示装置で提示し，解放後

のソウル，日帝時代のソウル，朝鮮王朝末期のソウルというように遡上しながら，ソウ

ルをめぐる叙述の「歴史化」にっとめた。解放後のソウルについては経済成長や民主化

運動に関して，日帝時代については日本による植民地支配の実態に関して，それぞれ60

分ほど時間を割いたが，当然のことながら，このような時間で収まる内容ではなく，こ

れらの主題については，2学期開講の「朝鮮文化論」で本格的に言及することとなった。

 ③社会の多層性について。「ソウルスタイル」でとりあげられている家族は，いわば都

市の「中産階級」である。授業では，これ以外の階層についてもとりあげる必要がある

と考え，具体的には，筆者がかって若干見聞したことのあるタルトンネ（ソウル市城北

区漫画洞）の暮らしについて，スライドを多用しながら言及した。高層アパートの多く

がタルトンネの立ち退きによる再開発で形成されていることを，映像を通して強調した。

 ④前項とも関わるが，労働運動や民主化運動をはじめとする政治的な運動や，人々の

政治意識については，「ソウルスタイル」ではまったく触れられていない。「生活文化」

を主題とし，また国立の博物館での表象という条件を考慮すれば，これは当たり前のこ

とである。しかし，それらが現実に存在する社会現象であることもまた事実であること

から，「朝鮮文化基礎論」の授業展開においてそれらをまったく取り扱わないことは問題

であろうと考え，若干の言及を行なった。具体的には，展示期間中に刊行された洪世和

『セーヌは左右を分かち，漢江は南北を隔てる』（米津篤八部，みすず書房，2002年）の

内容を咀囑した上で，もう一つのソウル像を紹介した。

 著者の有位和は，ソウル大学在学中に「民主守護宣言文」事件で除籍を経験し（のち

卒業），その後，「韓国民主闘争国民委員会」「南朝鮮民族解放戦線準備委員会（南民戦）」

に参加。フランス滞在中に「南武戦事件」で帰国不可能となり，パリでタクシー運転手

などをしながら文筆活動を行ない，2002年越韓国へ永住帰国した人物で，パリ亡命中に

刊行された『コレアン・ドライバーはパリでは眠らない』（日本語版は，みすず書房，1997

年）などで知られている。

 本書には，ソウルについての著者ならではの短い記述がある。たとえば，

ガーデン，パーク，CC

 昔は知らなかった単語。○○ガーデンでカルビ焼きを食べ，△△CC（カントリークラブ）

 でゴルフに興じ，××パークで恋人と寝る者たちが，わが国の人間であるという事実を，や

 つと知った。
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ノレバン

話には聞いていた場所に，初めて入った。私も何曲か歌った。韓国社会を知るために，ぜひ

行くべき場所。ストレスをほぐし，神経をほぐし，不安心理をほぐし，抑圧感情も処理して

 くれる，極めて重要な精神病院。ノレバンがなくなったら精神病者が急増するだろう。そし

て，暴行罪，騒擾罪，路上放尿罪，放歌高吟罪などの犯罪も，いまの倍以上に増えるだろう。

大学路

 若者はやたら多かったが，若い目の輝きは見られなかった。もはや東崇洞ではなかった。東

 崇洞だった頃には，貧しくとも，探求する目の輝きがあった。肉体と同様，精神にも肉がつ

 いたようだ。若者の太った肉体が健康でないように，若者の太った精神も健康ではない。

仁寺洞

 人工的な空間。抵抗の息づかいが見えなかった。

子どもたち

 天真野州に走り回る子どもたちの姿を，一度も見られなかった。パキスタンの子らは一日十

 時間労働をし，韓国の子らは少なくとも十四時間ずつ労働している。「アイグ，可哀相なわ

 が子よ！」という声が出ないはずがない。「わが子利己主義」に火がつく。

 といったものである。授業では，とりわけこうした記述を多くとりあげることで，「ソ

ウルスタイル」の相対化をはかろうと試みた。なお，念のために言い添えておくが，こ

こで問題なのは，「ソウルスタイル」で描かれる「ソウル」と『セーヌは左右を分かち，

漢江は南北を隔てる』で論じられる「ソウル」の，どちらが本当のソウルか，といった

ことではない。重要なのは，あくまでも，視点と表象を開かれたものにしておくことが

できるかどうかということであり，本授業も，そのような問題意識の上で展開を試みた

ものである。

 以上のような補足を行ないながら，授業を進めてきたが，ここでもう一つ特記してお

きたいのは，学生たちの有志が，秋田から民博を訪れ，「ソウルスタイル」の展示見学を

中心にした大阪ツアーを実施したという事実である。ツアーは，6，月28日から30日まで，

2泊3日で行なった。参加したのは，受講生のうちの有志7名と筆者であり，「ソウルス

タイル」展見学の他，「朝鮮半島の文化」をはじめとする民博の常設展示や，リバティイ

おおさか（大阪人権博物館。とりわけ在日コリアン等をめぐる展示）の見学を行なった。

また，生野区に赴き，ホルモンを食べるとともに，御幸通商店街に近い観音寺（朝鮮半

島系住民を主たる信者とする）を訪ね，ワールドカップ観戦会に集まっていた地元の朝

鮮半島系住民の皆さんといっしょに，韓国チームを応援した。

 この見学会に参加した学生の一人は，「大阪は韓国との関係がものすごく深いことがわ
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かりました。だから『ソウルスタイル』という展覧会を行なうことも可能だったのでは

ないでしょうか。秋田みたいな地方都市では無理」（3年生女子）と述べているが，「地方

都市では無理」かどうかは別として，この指摘はなかなか鋭い。

 「ソウルスタイル」では，「みんぱくマダン」や「みんぱく市場」，「ワンコリアフェス

ティバルインみんぱく」をはじめ，多くの局面に京阪神在住の朝鮮半島系住民がさまざ

まな形で関与しており，このことが「ソウルスタイル」に独特のダイナミズムをもたら

していたと筆者は考える。学生たちとの大阪ツアーを実施する中で，みんぱくと大阪在

住朝鮮半島系住民とのつながりの深さ，その舞台としての大阪の多文化都市的側面とい

うものを，あらためて認識した次第である。

 4．月からはじまった授業は，9月20日に終了した。成績評価の手段としての学期末レ

ポートは，

秋田大学では，韓国・朝鮮語や韓国・朝鮮文化について学ぶ学生は，「少数派」「変わり者」と

されているそうです。彼らを「少数派」「変わり者」とみなしている「多数派」「ふつう」の学

生たち（場合によっては，韓国・朝鮮あるいは「アジア」について無知であったり，偏見の持

ち主であったりするかもしれません）に対して，

①韓国・朝鮮の社会や文化とはどのような社会・文化か。

②それを学ぶ意義は，どのようなものか。また，それはなぜか。

③わたしとあなたはこれからどのように生きていくべきか。また，それはなぜか。

を説明する手紙を書いてください。

その際，授業で扱った「ソウルスタイル」の趣旨やそこで得られる情報を適宜取り込むこと。

 という課題を設定して作成させた。

 提出されたレポート内容の分析は，別の機会に行ないたいが，等身大のソウル（韓国）

情報をもとに，想定される周囲の偏見を論破し，無知な友人の救済を真摯に試みようと

する内容のものが多かった。ただ，授業の中で筆者が強調していた，「『ソウルスタイル』

は，韓国の『代表』というわけではなく，あくまでも一つの家族の姿である，そして，

これは韓国に関してのみにいえることではなく，『文化』というものに『典型』『代表』

というものが存在しないのは，どの地域においても同様である。『文化』とはそのような

ものなのだ」といった「ポストモダン」な観点については，理解がいまひとつという結

果に終わったレポートも少なくなく，このあたりが，2学期に開講される嘲鮮文化論」

での課題として浮上してきた3）。
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4結び

 以上，「ソウルスタイル」を用いての大学授業の実践報告を行なった。今回の展示につ

いては，筆者以外にも，多くの大学教員が学生をともなって見学に訪れたり，あるいは

授業の中でこれをとりあげたりしていたのではないだろうか。「ソウルスタイル」に限ら

ず，特別展示期間中や期間終了後には，こうした実践についての報告を持ち寄って議論

する機会が設けられてもよいのではないかと筆者は考えている。本稿は，そうした議論

へむけてのたたき台として提出するものである。

 なお，来年度の「朝鮮文化基礎論」においても，筆者は「ソウルスタイル」を授業の

柱に据えようと考えている。その場合，展示自体は終了しているので，展示内容を記録

したビデオなどがあれば，これを購入して使用したいと考えている。展示終了後の展示．

成果活用法のあり方の一つとして実践を試みたい4）。

注

1） これら朝鮮文化論関係の科目の他に，ネイティブの非常勤講師の方の多大な助力をあおぎなが

  ら，「朝鮮語表現法」「朝鮮語活用法」「朝鮮語会話活用法」（以上，全学共通教養基礎教育科目），

  「実務朝鮮語」「時事朝鮮語」「朝鮮語コミュニケーション」（以上，日本・アジア文化選修専門

  科目）などの語学科目が開設されている。

2）真鍋氏は，この述懐に続いて，「しかし，やがて少数ながら隣国に関心を傾ける学生たちがぼつ

  ぼつ増えていき」「後半はじつに活気にあふれ，充実した日々を送ることができた」と述べてお

  り，状況は改善の方向をたどったことがわかる。とはいうものの，「少数の学生」以外の学生た

  ちに，「韓国・朝鮮に対する偏見」がまったくなくなっているかというと，予断は許されないと

  いう状況であろう。筆者は，このような状況の中で，朝鮮文化論に関わる教育に従事している

  ものである。

3） 「朝鮮文化基礎論」以外の朝鮮文化論関係科目のおよその内容は，次のとおりである。

  朝鮮文化論：朝鮮半島（と日本を含む東アジア全体）をどう見るべきか，についての方法論，

  概念，分析道具を教授する。オリエンタリズム，帝国主義，ポストコロニアリズム，近代と脱

  近代，アイデンティティ，多文化主義などについて，朝鮮半島と日本の事例を用いながら解説

  する。

  朝鮮文化論演習：朝鮮文化論に関わる最新文献の講読。

  日朝比較文化論：在日朝鮮半島系住民をめぐる諸問題を検討。これを通して，安易な「比較文

  化論」は成立しないことに気づかせるのが目標。

4） 最後に，本文中では触れる機会がなかったが，筆者は，大衆化時代の大学教育における教科書・

  資料集として，高度な内容をモノ資料に即してビジュアルに示した博物館図録や博物館刊行の

  機関紙は最適であると考え，その使用を実践していることを付記しておきたい。これまで，国

  立歴史民俗博物館の『異界万華鏡』（武蔵大学人文学部・民俗宗教論），大阪人権博物館の『大

  阪人権博物館展示総合図録一人権からみた日本社会』（山梨県立女子短期大学・日本文化論），

  国立歴史民俗博物館の歴史系総合誌『歴博』（國學院大學・日本民俗学）などを用いてきた。
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島村 EH轡 「王d｛丑益トフ1丞書」 五≧｛葺］ユト「2002」ヨ メd暑 △Eト裂」 週

t凋「叫  「≡釜～ヒ｝呈・重｝フ1室忌＿lj正昌rこ叫・ 「2002kユノ列｛≧一ム］E斗・（≧ユ」 石

               島村恭則

1暑（判7囲

 叫皿旦舟釧翻を司1銚咽融雪司？1叫記田入1イ月鉱山君司豊入1（…三号秀軒皿セ

2002  遇玉三早日， こ丑号重｝一丑÷… 2003  這玉三早司） ≦≧｝  望三三司（＞1， 剰モ｝， す｝’i丑i正身一こ立干 叫｛量望｝

皿暑斗釧望司升暑豊司芒釧到ユ銀エ，王ユ叫7怪冠翌三王胡弓層ス圃到餓叫．

号唱望香軒長点喜州戴・咽呈，；踵。1鞭｝苦司（召三平｝週卑…モ…到記入1三7｝

。1早・勾ス1エ山畑エ摺Z樟｝τ｝．「望叫」（司剋・1硝証書一子三子）釧三唱二三，

甚目測ユ司量重｝早甚望誤01τ斗．

 ユ遇司，叫暑普減点皿皿舟斗到 暑測暑暑司叫エセ，皇・号・エ号尋旦斗釧 豊洲朔

論義襯｝魁。ド掴，則軒エ舟，山越州号塵授1ス個司叫丑年叫釧望朝州剛胡刈王，

芒斜7レ。1早・判匠気．皇7｝銀含誤・1じ｝．・1眉♀，司高田牛（翻1叫暑下潮君血書

三二司一ゼ男心ム（雪気吾叫号，叫暑￥｝ス國匿エ音釧司叫旦三碧♀セ，・月フ回囚

芒釧潮明細。1叫月uDゼ，。圃刀｝ス旺毘。1。1早・判ス1ユ銀立死ユ誤｛≧ユ奈唱二

者心急セ朗叫：鵡1潮フ閥瑚剋盈社フ刊q司口唱喜二心薯官立呈λ1。ト早司ス1エ

銀モ…・ヲ刊01ム7ト叫早一項到石♀セ。㍗望；外．

 明認潮上（召・亀ス赤船望子ス回7肩フ四日組・1，ムと呈釧禦謝r山相斗醐

7画引周正葺｛｝墾司一ゼ環・図，ユ｛｝暑｛｝フト邑司月旦7刊7直門組釧手矧・趣痢

羽望羽・刃 銀u｝．叫叫ス司，叫二二：叫到 望τ肩7芋 7一望司望 盈週01叫ゼ 唄｛≧，明唱

釧ロ1（¶刈ゼ喝望融雪01明，早園調σ1叶尋ゼ誤薯暑忌叫月叫．

 牡，司モ｝司司く川銀ol刈到 F D（Faculty Development朗司’亘牛吐潮ス㌃召州唐）：暑号01

豆恕酬エ，ユ・甚週・1豊窃潤ス1エ銀セ鋼囚，塵｝旦痢1銀・宮門潮叫暑上潮外減1

剛司一息当量忌z下直劃斗入｝三．暑墾司÷｝到門下入1三早層郭話セ臼掴司斗

 碧ス｝芒，。圏尋呈刈釧二心7図エ銀目明，。1暑山斗鯛1丑下司セ子刈瑚望

翌素立呈ス1，01堪 「2002雇刈苦ムE橿」司1モ｝重｝望遍91碧旦（組入1，王昇，平｝週

暑暑暑，ユ到）暑切軒（痢刈釧今唱司1暑暑司÷∋入1三暑胡司一飯叫．暑ユ（¶刈セ，ユ

杢塑釧ぞ叫斜囚71司囚国皇喜コ梱1号司1q固1互エ重｝耳．

2秋田司叫釧 「王旭｛｝糾忌」E舟

 遭スレト盈苓暑噌妊ろ1薯秋田司叫皿畢｝科軒早611三略「王家暑重㍗フ1日工」釧

今鵯01叫．秋田州司’丑舟暑尋司一ギー011ス弔∋，尋刈～遣明呈料：叫碧 （唱司瑚射 65 噌，
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今碧一碧組 260 噌。 （軽喜・ o｝入10ト モトヨ斗，「■1］1毛｝重｝，≡号刈ラ『干トし寄ヲ1101祖到 3 ・叡慮 01・午星

。浮（彗召）潮先暑・o囚。B弾｝組重01速習1，通呈：叫昇皇海鼠王旭暑警急豊測潮：叫昇｛｝

7碑翌司一エ銀司一．手皇重｝環且呈刈セ， 「王旭暑重｝71室忌」， 「盤さ・盗旭日1エ｛癌腫忌」，

「王杢1呈聾忌」，「至組｛｝叫喜望含」01銀立明，冴4卜lvo1叫セ唄剥弔曽三明1叫叫

号望喝碧。1叫エ司三司暑。1叫胡三昇虐碧到（刃銀叫1）．琴刈望明呈糾叫碧潮叫摺｛｝，

2司一望。｝瑚セ登凋筆勢4越判。1・午司1暑叫フ圃羽エ，01司尋石｛葺：叫号｛｝，冠司01奈

萢骨早，2司一野山司4軒下917k｝暑？｝o刊01牛妊叫．王，1判明皆野01奈91叫胡弓刃…｝三

：杢園91咽♀1t凋。個組引01・午暑01ぐ二司一セ・誤017ト号司・711羽01銀1斗．

 「至嶺｝糾71茎喜」，「望薯・丑・牡司旦｛｝司・喜」，隆旭｛｝司一暑」，隆冠呈糾喜望告」，

司と二歩号01耳1尋フ115司旦掌骨司一ゼ引立呈，軒相書2紐♀lu｝．「目時忌叫71目引」，

「望喜・日嗣司五1｛1｝聾」 01 1司一7161】，「至・d｛｝糾尋」， 「王旭モ｝叫喜「ヨ告」 012 司71611

7四二・判銀味司と斗昇三后望皿著｛≧週スモ。1叫．

 01号011ノ『， 「至旭｛｝重ト71国忌」01フトそ｝71主司望 斗蓮≒≦≡L呈2司’恩ノ理到 01く二7㌃毒τキ．

暑牛を想薯，2軒唱想～4叫回想書曾淵刈27喝．ユ吾州刈，望喜・叫入1叫呈糾

組明ol牛91尋想017碧。圏，叫司ス13毬薯τ｝喜庖剰01幸91叫憩01斗01コ｝昇｛｝

雨着｝碑（月呈祖呈糾喜平｝測91叫昇暑01奈針セ宣｝想暑｛斗，4雇ス回銀（判刈，望薯，号苛，

子ロ1，ラ『昇日洲・1旭三号τ熱量（蓼三明｛｝鰍…暑｛｝唱里古レ1羽胡q子暑胡司一倉

出司，ユ同母画調，至祖｛｝糾喜立呈香染芒｛｝暑吉言司’憩牛深司一（2002乾期（川ゼ

4噌）．

3な91皇な叫裡冠石工

（1）そ｝潮豆を

 「呈週呈一糾フ1杢喜」書，刺告立量組呈叫号旧制刈呈忍暑糾暑暑日“♀セ叫碧暑竿宅

州な立呈を珠官な鯉｝一週ス｝ゼ，。1斗昇到号解明じト含コ｝社・1翌月苛ユ，ユ環暑

ユ司呈拝辞．盆を到「牛（召斜三王」力帯71ス個一エ銀叫．

一塁呈糾暑釧報謝∴杢棚｝小判控｝司一明，♀擢司叫ス回杢周到軒幽1吼7野司円円斗

フ1喜玉入14暑国号隠田斗．

 01碧♀，1998三三早E12001遇三刀㍗ス1秋田司軒6刊銀司刈呈出呈諸書豊刃1到を91尉

官嗜苛ユ銀唱眞鍋祐子三絃，「舎剤司里司早送苛エ望叫魁到望瑚セ登｝憩暑到

。困。L薯司重｝市司旭州恥｝週遍潮遵告州巻叫エ，至剛苛コ．，遺臣草捨陰雲牛7ト

銀銀叫」（眞鍋祐子「秋田朔叫州刈潮 四年間含司ユ司一明」『旭水』26，2002年）エ

含司司一ユ銀芒唄斗沓類塑舎明囚・1三唱音7刊そ｝重｝ぐ・噺朔叡｛装∋唄。1，
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島村 ε剥輯 「 ＆｛1…動 フ1豆…暑…」 」丑暑11ト「2002」ヨ メ謡暑 △E卜望」 召

週刈呈；d・1羽・囲銀じ｝2）．

 三三札望ス障刈ゼ，呈梱｝呈州q1四望聖｝皇司咽量司吾斗モ列叡セ幸三号

・回ス1号｛｝，司（翌司日呈列刎・判川司エ，盈刈釧呈旭魁三旧記三軒想暑・掴1刈入階

望豆7干銀1景τ｝．ヨ三鳶｝，午そ｝憩9 τ杵7L・裡三廻え國」ヒ叫暑｛羽呈蓋㌍｝忍｛｝｛≧

円潮割｛｝司。1叙エ，刈図1趣il司1｛聚｝菩・1叶邊碧三ユじ｝ス1叡ゼ叫想暑・回刈，

01司を司一想暑州711，呈越魁三呈糾州司胡甘ぽ司叫手唱7117ト旦智翌豆フト銀銀叫．

里，1～2望石61ゼユ号司’月日咽。隙望2子忌司幽想暑州711，手杢｝瑚剋芒台呈7㌃号証

皿コ岡此手悪臣・1滋雨（梱，入1z掴剋旦ス幅入ト｛｝尋セ唄。1・1吐山回囚

互立国01銀τ斗エ・碧4重｝じ｝．

 。三聖豆そ1司町角音列想4司7｝ゼ号？｝，望スト旨奈唱一三暑豊祖入1（ユ遭

望早耳剤｛葺7匿斜登レ夷・1。トki，モ｝啓畿｝入1剋暑q1杢｝立呈子・想到・判銀・咽，譲≧

牛歪義子暑01叫山王。1胡司ヲ1唱三一司司升ス1ユ魁。1到・酬銀山唄01

旦暑。1じ｝）斗黒鼠7困剋守山暑入1三司一司エ碧4司一刃1肩銀｛斗．

 剛ロ困7η君71社｛｝，垣隣列銀司刈91号里週 「2002遇刈｛｝ム司一望」（Ol苛，和音

ム日一舳）潮フ飼フ匿叫召淵銀銀叫．。1組朴と，看司・入ト忍書暑喜，司一暑司剋

酬圃・1三筈早司を壱三薯三歪日国・判銀叫．円フ囚，・1号里石｛｝。1甚掛ス1鴇暑

01♀叫叡叫エ想4銀唱唄01叫．

 な釧皇を釧 「今・唱釧7刊豆」畳司1と｛斗音コ干を01司飯τ斗．

 ｛｝さ引÷三， ≡号葦召剋尋司’叫暑モ空 （≦≧入トヲ｝） ◎1｝・『，号望そ1  「2002 哩 λ1暑 ∠二U｝（謹」 ol フ羽詞嘉旦亡ト．

（3鴛 21 r裂～7翅 16（穀） ．01ろミ｛≧，，列直人10刊 入｝モ三北面91 入｝一モ｝暑91 望甘・選暑｛｝ヌ“叫苛（月，

む明尋号潮朴司急呈糾州閉司司，望魁N剋司圃（暑フ1唱刃翌噌さ｝コス｝苛セ響7囚望

起入1呈，三三。1怨入団刈ろ矧尋司釜ギ圃ス回妊入隠。1叫．薯を到ゼ，・1尾入1斗

な9男望召出司，週司重居潮目想を里告書子月日皇雪月・毬司一・月イ｝τ斗．

置斗刈入，薯暑引言9三昇（岩今入ド組亡捺）含入ト蹟｝U｝．…E，早旦ス刊（ス1王）旦刈，

尋号牲紅玉入ト叫列71吾暑「尋ヨト刈暑ス1三」暑剛王哲型01旦呈，・n：司ス1君雪梨．

 圧を，牛そ｝想呈早斗9・ぽ后暑三明，司71ぞ州，薯四望墨到君司一哨噌 （大阪き早言｝入1

暑ユ71早月呈重D音噌聾・梱（司鷲ス回奄脅）．

（2）・翌週ぞ斗

三唱薯71薯司立呈，王・率脅昇ヌレ三三二三古形朗．モ｝，授司二二淵司明1モ・，

糾号斗呈組剋手柔潮回糾二二到計。1，呈忍三三潮回司，刈｛｝薯司司二二セ升，叫エ

二三7牌司杢二二噌｛｝司一エ，早剋タ“司釧朝｝州，「三入囚｛三子呈（二を昇斗を

ヤ｝）」含じ｝早エ 囚金とu｝望」 （早t刊セそ｝甘01τキ）潮ス梱回1暑・判獄1斗．
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 z｝ 司  （1舅90甚） 6刊ノ→ 亡月7刊 6｝し｝91 を｛｝ ロ1一鼠u干． 玉三昇  「ノ『苦 ムU十（穀」  ｛｝，

有爵当為回ス栓刈皇，入格ム叫魍1」司囚早日早肚早到「董司月潮唐」刀㍗ス1，

12川91剛祖立星野判ス1郎明，趙17司 （｛｝胡・毬司．71釜・915：司）91奈唱喫諸司1

登暑（刃喫・モ…郵相01多書銀亡㍗．

 4司朗幸唱到討噌賛唱喜，三昇到朴剋・ユ一挙。1書尋ユ古画咽（ユ司適応，

望ストスト翌到を号司囚三値刈羽年嵩石目国号含唄是剋摂。1叫）二号碧立呈司ユ，

ユ叫告立呈，港碧 「盤釧 刈苦ム叫望」含刈判苛司，ユ 朗暑朔 司胡 引書

州潮杢熱暑網司フト宿陣司翌歯剥．

 王琶冠入1フ1温言州浜響判“載｝望叫”・川刃1ス偲牲むフ囚三亜遇三糾司

明早舟ユ，ユ司喜素封三年測旧誼叫．司暑糾明，「ヲ1剖」喫「叫司三訂明司し1釧

唐」91層旭司レHセ鈴木文子剛勇「避暑司モ∋重｝擁護手早暑」 “翌極北叫”2002遇

・6望堂暑，「1斗ol思」（刈1二極野史冠毛釧「魁号91魁噛三碧ヨ．」 “墨イ｝画引”2002遇

4 翌互暑， ro圏ズ1釧 望司」州刈セ 朝倉敏夫列到  「む号潮 ◎1暑剤 祉。圏τま，

晃を叫ヌ㌃」“理社．剋叫”2002思5望立暑，o糾モ司立呈01喜言関u｝．

 ユ鯛1三，喜暑到7陰暑旦暑司一フ1潮尋唄立呈札。糧暑・判「脅司月潮見｝」釧

呈青刈朴釧碧薩州銀ぐ『刈セ，ユ碧酬“至司二手司” （01曽剛＝晋・ユ弔，刈1叫苦闘，

2002翌）｛｝香01望小肘暑皇同衆斗ユモ…・刃1司セ葵号，刈囲重｝コ．皇｝｛｝司一飯じ｝．

 。1杢國畷｝息後入ト三薯潮ム百司。刊嘩｝7閲凡ユ奏葦辺暑司セ・噌闘呈萢墾量

早書◎1叫．。回司司，牛小暑遭7糊フ｝セ号魁，拉入1一三昇潮ム豆丁子碧計量♀1

珊明1セ並曽到司郎ス1鴇立耳，昇を釧古昔。巨｝叫エ想4引ゼ手中（コ｝刈）三青身耳．

ユ唄喜τ十｛｝：叫召・皇母奄暑◎1叫．

 ①「刈音ム叫望」司囚ユ司刈エ銀ゼフド弄・甘｛｝，る舌｛｝年歯「。｝・≦囚」01ス1赤金フ｝．

「南幸ム日・望」叫刈モ∋フ｝三社釧召号含ユ司ズ1ユ銀ズ1鍵叫．暑喜，週日卜し十三暑州

ユ唄・1煽動小腸・三唱潮ロ1司囚セ喝（芒を環・1旦呈，ユス野田B1垂直・エ翌｛≧環｛｝

b四叫．をス1，午（召陸羽を嗣1則胡。1。レ同硝ヱさ｝セ碧♀堺と，『入1を丹州

司葦刈到小小01遭皇董誤01u｝．

 。岡選唄劇暑憩4司ヲ1入憐苛唱ユ呪呈丑碧刈4r7ト否星呈判三 。圓ス團

忍』 （2002k皇呈・補｛｝叫ぱ（碧糾刈；司♀午・を｝今・杢｝4苦）01， NHK釧ETv 「入1司ろ

重｝晋’≦矧玉三弄剋旦」≦靖2司玉二！λ1雪舎こ司銀τ＝｝（2002望5望28（≧ユ）．ユt月計｛≧・，・入1亡胴91

三野舎州銀・零刈到妊望潮妊フド弄到惹号暑，早討切迫萢，早萢：叫を甘，早週評

を月叫エ糾ゼ司沼斉副司暑司ユ司期エ叫司セ漠皇呈，「刈音ム身望」釧「・困想

望7｝」・ぽ｛｝甘薄野言｝71611叫望事舎唄。隙u｝．播種7長承1潮牛唱入1社6110裸暑

旦（月手討叫．

 ②ql入干釧有α1．言前剣劇叫司1銀・平『暑入書画入1季1立時朗杢｝含ヌη明司一ユ銀告

。悼回「刈苦ムE橿」州蝉国王杢｝・｝銚…奏皇号望翻望・1u｝．週ストセ，。1相暑
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島村 覇科 「三E＆｛星重ト フ1茎｛≡…」 エE暑工⊇｝ 「2002遇 ノd箋… ∠ΣEト望」 ｛墨

暑気冠入神1野司苛司エ司一ゼ唄｛≧名石呈寄月｛斗．ユ司耳，17司剛導剋・午唱立呈刈

「呈・ヨ暑聾フ1皇忌」暑遭淵司瑚エ量層♀，菩薯，王組点呼尋州到沼呈週皇呈刈01

・午鵯○｝叫遇司一エ 銀司叶司一的弓1感想01碍七 を暑エ司量 碧♀皇臣，明と・再呈

『舜州到口音。1里皇苛別宅珠ユ零幸エセ碑ス1吐尋項立旦入1社釧跡立。1銀τ｝ゼ

型三母登01旦呈，奇エ暑71刈刈苦91モ｝t恥ト当鉦011司司刈上音司一71上司・銀叫．

 干淵国立呈セ，刈音昌望入1惑乱・宅｝7牌｝｛｝目1薯造石洛書“刈｛｝91喫せ呈含’

（ノ『｛｝こ弄哩入1 叫暑モ｝， 1998 雇）6刊 奈昇宅  号早重｝ 入㍗刷スレ豆暑  玉1ス凋ズ蔀入1「i｝ヌ1呈

刈入同一鰍胡回心91刈急望項部州到刈急呈・濃艶・呈姻到λ禮・。1司÷∋剤コー呈

囚早呈暑ヨ｝7㍗唱刈，三音｛｝暑司般墨金到 「円入ト叫」6刊咽襯叫．司唐草潮上苦州

朗司刈一石刈手を叫剋手謡曲暑州豊さ梱，望刈入湖朔州古個セ望暑司1潮尋剤剋ス1

ス囲斜・包瑚列豊さ肩札4460甚慰王入1イ｝｛｝耳辛銀立耳，喝qを（暑・1ジ佃｝，ユ

入k｝立呈．晋引言 郎モ…朗暑010トし1粛呈，01手重病州 司胡刈セ2司ヲ1フ月：な91

「王組暑糾忌」赤帽喜零司三島望者苛円1判司亡㍗．

 ③朴渦潮身考歯剥呼掛α1．「辛苦ム1潮瀬」61囚ヌ胆1判エ戴モ∋フド弄喜唐司ス閲

呈奪回「慰書1骨」・iτL牛唱・誘発ユ。1∫翌月トi｝州q1誹言三望冒・豊図引奇

書叫エ想z｝司一司，子刻国立呈セ週スレ7ト州徊1～斗イ｝暑エ暑司・1銀ゼ官号月1

（入1｛｝入1層呈子泉州号）船引幸｝州［舜司一（月雪丑｝01三暑01喜司好奇勉者・銀｛斗．書｛≧

ユ副詞叫三7D書嘉月1釧瑚諸善釧をス“7牌｝呈舅・ぱ羽銀叫モ入レ嚢｝，雲斎｝｛｝暑司

を王司一三舟．

 ④望奄昇：叫三豊朝日ズ1豊，盛暑金二丁剋手糾金縷含入レ斗酒呈司一セ碧ヌ1司望

岳号斗入滅暑釧碧ヌ1斗升刷邊胡λ印ゼ「刈｛妻ム叫望」葭囲芒冠司叫早・囲ス1ス1鴇エ

銀叫．「想碧｛｝糾」工手刈跡言回空重｝応唱釧叫暑豊司囚到丑甘01ヨ｝エ5トモ…呈石薯

エ習重｝u｝1乱。1三吉喝噛｝望。1叫．ユ司味ユ型。1週翌呈善刈司一セ入レ訓電尋・研創

瑚油圧を入レ包01叫脈石司富強，「呈想釜台フ1主著」到今方迅川州銀子ユ唄鍬初司

亡ト早ス1鴇音訓ド…・環流｛｝刈己｝エ想4古｝・月謝イ回？1骨暑司一飯耳．干刈司立后ゼ，

石入171社号6刊 社胡宅 薯λ11糾 ‘‘刈と＝を｛≧ 料♀暑 7ト旦ユ 電｝を薯 雅号含 腰挿じ㍗”

（米津：篤八『，P1ムろ書房，2002 翌）潮 朗喜多 名一ロ1司・ユ，里 司一し國 刈｛｝忍一｛｝

杢7洲銀叫．

 刈スト薯吉書ゼ，刈苦胡叫ス凋司・吾州 r剋手署亙組戟妾」入梅皇呈昇沈肩エ

（し｝号611書（召），ユ早，「聾号剋早早遡号剋♀1組司」，「甘孟旭剋尋富津石越

を司向斜司（毫型遭）」州響フト．再考と刈刈 ぞ州 r甘当石舜君」胎齢判号01

悲調号糾珊月明，叫司61刈引入1｛｝組牛号｛｝苛唱ノ『｛名望豊暑｛｝糾エ，2002魁三

重｝図取1閣手r『苛葦｝～迅暑呈，斗司 雪噌 号司1社三宅“端張叫司厨 引入1金石入干”

（望薯司暑｛≧，ロ1ムろ書房，1997望）野立呈望司淵銀叫．

薯ス洞囚ゼ，刈苦州嘱｝刈ス円｝釧号♀寛｝悪さ7陰。1銀τ｝．州暑暑里，
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7｝一モ｝，エヰヨ，CC

 叫石明1セ暑毅遇牡研．○○フ隠事囚召転子。陪周エ，△△cc．（三三司暑碧）司囚

三江暑｛｝71エ，乱切三智。底心ストヒ入昭’暑。1♀司直己回入園’・1已｝口入レ雲｝，刃♀

 望戴叫．

土謝曽

 里門魁田刀qを杢司包含豆呈暑01獄1斗．L干三喫尋剋フ｝暑・暑夷叫．聾号舜司暑曽71

斜胡署7干越年芒図南．ム豆司ム暑苦ユ，忍石暑苦エ，．暑射出司暑著エ，曽♀｝宅

イ湘三刺司胡手長，号司ぞ豆を韓紅望．土謝噛。1叡明冠叫遇碧層噌スレト

 晋吾司一十二．ユ司エ，山導司，杢豆お，一身磐h司，エ慰雪7同号到咽司王囚君臣早

 剛01二巴（ホ斗一己｝．

閉二目

 嶺喜01暑喜望碧1斗洲鴇敦刃只｝嶺喜を潮喫甘薯暑・午7㌃叡銀1斗．o圃セ号舎暑01

 0｝し1銀側．暑舎費01銀下司州ゼ7｝廿司・司ヨ｝王曽子司セ竜劃 喫01銀銀u｝．舟洲斜

 叫声升ス1呈碧剋州三関｝01耐呈磐01叫．翻｛｝0191半側舟刈7ト男君量環olo圏昊，

 翻・含。回靴穿慰杢1王臣そ｝重｝唄016国叫．

勉λト号

 望号司剋吾イ｝．刈屠釧告召。1見・1ス1暫戴叫．

明剋・1暑

週そ1廿豊さ｝洲甲噌叫月モ研遇・1暑釧里合畠前咽三旦ス1昊蝕叫．叫ヲ1と赴到

 嫡剋01号薯さ｝早刈入1叩上暑｛｝糾エ，重旨釧（判遇ol暑｛｝司（判三望司1入1祉列

 と暑電解ユ銀叫．roト。1エ，引導駐川入碍刻！」叫告里01勉1斗｛｝司フ｝叡叫 「州叫01

 0｝71手91」91 暑01モ垂モu｝．

碍ユ｛外セ・漠。1味牛魍囚モ…，♀旭。1司重｝71含｛｝踏・1じ浮モ…誤立呈，

囚暑ム叫望」釧甘司料暑入｝三掛銀叫．里を吐望暑羽司唄｛｝司早ス1魁，（剃司囚

暑刈セ，．「刈畠ムu｝望」 朔刈ユ司湘セ「刈暑」叫“圃とを薯茎1♀暑7ト旦ユ糾な書

甘昇含7隠u｝”州浜芒苛司刃エ郎壱 「刈｛｝」到，（判と奔01迅叫刈音q7ト，ヨ｝エ

糾セ誤。1。糊叫秀豆を耳芝鯛壮図叫，入困斗豆懇溶着里巨峰呈苛セ環。11

升皆翻7ト。ト望7國｛｝刈01閣内，薯冷熱三，ユ岡を呈刈91剤91甲州遭7肩暑入1王を

唄。1叫．

 01甘斗そ｝｛｝旦≒｝｛｝洲L：レト週刈，牛唱｛｝苓墾司一α｝鍛立し1～（月フ16刊刈空をフ図昇盟司

勉骨さ｝ユ出遣長薯，司・盤劉ス博スレL秋田明囚剋叫畠駅｝苛エ，「刈一書ムE杷」釧

組入1君司「書吾三皇呈魁皇朴外早（判暑唱入1銀面三入ト包◎1叫．早司セ6望28魁早目

30（君”トズ1，2叫3（裂01銀τ斗．智7｝「ストヒ・，奈そ｝・想号ス1τ書ス｝7喝コ｝望ス㌃銀≦≧ロ1，「刈暑ム正斗（君」週

君司一釧（刈1， 「王唱月｝三潮岳聾」暑入1糾皇呈言陪剋叫釧 ・け翌型入1舛司司日皇朴ヲト
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島村 ［剥響 「ヨE週呂劃 フ【≡蚕…｛垂」 工丑妄薯」ユト 「2002』ヨ 人1暑 杢E｝∈墾」 ぞヨ

（門馬町歩早旦暑紐．号司ス杷量司望暑皇暑司姓石入1）釧塵陪δ伊野野｝，

生野〒・州7囚晋そ｝暑円ヱそ卸幸通甘召丹叫7伊ト岳器朴腫｝魁門別1手平町手印

想ス匠重｝）暑駅子四型三石豊稠明1旦司魍翼ス團醒肚三測時剋潮切下旧著叩

上國重｝号二等暑望蝕亡ト．

 01君司’司周智7種｝軒想到を慨則薯，“皇門下セを号斗91豊川7判司牡司翌判子

葵月望敦今月司一．ユ斗列囚苦とε塑」。尼明君司暑フ圏司一セ・五三7｝皆銀側

麦薯。円円落月外秋田一書ス博三入1d囚セ早司”（3叫唱想・月スD叫エ里司一エ

気ゼ司，「ス1唐三入回囚セ早司」剋ス1明屯凋モ…里7料ヱさ圏叫三。1ス国薯瑚

せ升暑叫．

 「刈音ム司・望」（潮一式，「只1叫直証」叫 「剋叫入1を」「剣温司。ト司ム日里剋只1叫」

暑入14立掛司司遇（刈i刈置豆，右向升，呈剛手刈91呈露魁三測手剋01じ㍗磐を

碧瑚呈モ｝明司ユ銚孔。1環。1「λ倍ム日陰」・刈同母重｝叫。1し回吾暑7図洲

司銀叫ユ理スト回想Z挿｝1斗．司一独特：叫91皇舜ヲ｝早翠黛平入1司・ゼ暑勉，剋叫斗皇朴升

手刈至組魁王工手剋二二毅薯豊壱碧，ユ早剛一二到皇入トヲ國叫呈糾三入国

斉望01壷環書入魂書；行司・敦τ斗．

 4魁ギモ1入船種｝李唱9，9望20望列奢豆掛銀叫．・ぱ司萢升91・午畳皇旦刈91軒フ1豊

司王旦芒。同一斗社・会斗刈暑・薯層古トα14碧司一囲1司・敦τ十．

 秋田111司・叫刈モ∋，調号・ヨ三冠函舛妊号・至逗暑尋011日浦剛♀セ司咽薯「杢牛叫」，「号01量

朴君」心任一期底止エ脅目1斗．ユ暑含「杢今叫」，「号。悸｝舜曽」。1叫エ互エ叙セ「叫牛叫」，

「呈暑」斜司繕号（石♀列島叫刈セ，魁テ・蚤・週圧モ「。囚。L・霜著胡弓ス1苛刃叫週社含

ス1望二君暑望囚三呈二月亡D含司甘立呈，

 ①四号・王型潮入｝司三戸糾升司旧胡人｝司・｛｝糾剋7ト．

 ②ユ星目叩♀モ釧潮ゼσ1u輝｝漠望フ｝。聾，ユ誤喜朝望7｝．

 ③舜差身杢1薯01矧ギ・司σi零州磐。トフ｝叶琶唄剋フ｝．五三ユ誤断瑚剋7L

  暑鰻噌苛セ報ス1暑頻手・冒入1皇．

 週ス屠筈剛dト乙牛‘召司囚亡｝暑「刈苦ム日一（乱釧引ス桝囚7何1刈誓9碧豆暑

司翌司亙曽入1報誤．

 刈苦宅司王．三司暑到解明書，里三到71司呈ロ1早戸立耳，・臨界潮内金（重｝号）

碧互暑フ怪判司出時瑚牛耳羽潮檜川｝芒三田皇国刎匹司ユ，早ス1を萢〒・母

子刈田萢ス1苛刈入1三言明ヱを下国。｝喜飯｛斗．吐，牛鵯吾三碧スレをな判司偲唱，

r咽暑ムE橿』舎，を号到r州王』7｝。糊珠・判司〃｝ス幌を7ト尋潮呈告・1叫，

ユ司ユ。修1薯を四周 妊胡濁点畳墾・日銀村勢010ト月叫， r呈糾』叫引言州

r遭舅』，r司1豆』叫セ唄01暑ス個・刃四割唄喜・判と祁斗川銀・咽三・ト暑フ図押

下01叫． 『呈糾』むユ司聾環01叫」叫エ糾 「呈ム耳．呈望」司 垂碧禰 囲胡刈モ∋
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呈音。1胡司ヲ17ト咽暑u｝叫エ司・セ・そ糾呈召・廿国王旦三司囚蕗・L。1早甚。1

2司ツ1剣フηそ｝司セ 「呈旭暑百害」・判レ『到達網羅刈早杢｝司一銀叫3）．

4叫ヌ偲刈

 01杢｝，「層音と正斗望」暑01喜重｝朗軒奢美重唱隠見エ暑・芝斗蝕τ：｝．01盟91組潜勢

吾胡刈ゼ，里ス手。團明王，麟妾引声丑望。1亜目斗屠列君聾獄司・71三苛ユ，ヨ圭

午唱号州。因暑即詰言レ1王二野モ…讐艇｝叫．「三三ム司望」・羽重｝洲刈フト。ト目｛斗，

薯里乱入1フ1イ｝三三｝71イ｝香豆尊州モ…，。圖を嶺1・引証｝且エ暑フ㌃ス1エ芒潮掛ゼ

フ1司升豊暑司スド…唄ol響ス1嵌込叫1斗エ週内ゼ想4重P斗．甚エゼユ司妊産潮暑

羽電｝剖各国呈刈刈苦司一ゼ奏011斗．

空聾中a三釧「糊口呈糾7怪暑」州銀・平1三望ストセ囚苦ム日一望」音午・翻

フ1号立呈早司エ七三糾エ銀味ユ石♀，汐入1ス圃ゼ晋獄立旦呈，組入1司暑暑

71昇二目伺皇号。1銀紙遇，ユ唄暑〒・曽司・・月入副司引エ想冴司1珠週入1暑豆幸到

組入Pぎ：叫豊甚唱副司錦蛇碧露呈・明週含入｝三掛員エス校｝叫4）．

ス
丁

1）01司重｝記事モ｝糾三宅｝刃1釧塗櫃斜州，司。国旦野司な暑を入ト唱想瑠暑到蕗薯呈苦立呈，

  隆日明：躍曽」，「呈起明沖融翼」，「蚤・牡明司山鼠甚唱」（。固・，寧攻守暑二一7土日号

  斗昇），「裡早三鮒明」，「入叫王・這明」，「王租明引三目引回祖」（。1言ト，望暑・・囚6｝｛｝糾

  旭叫ol牛週是コト昇）号91σ1叫餌01フ肩門司酬銀t斗．

2）薄鍋列セ，01金司朔01σ囚， 「ユ司叫，召号杢奈oiス1豊01臭叫叫6膏豊門含71｛｝01七

  電ト野司ol王骨州蚤舌房三明・｝」，「朝｝｛≧・毬呈塁｝7回7ト号ヌL｛認妊中書｛｝見望奈

  銀銀叫」叫エ砦糾エ諸善，尋屠名川週心元誓暑曇。｝社⇒セろ1含望午銀1斗．ユ零t斗エセ

  胡弓「杢牛釧 脅層」01到釧 さ｝想量・判洲，「重｝琴・王・ヨ叫 閉口週そ1」01♀｝石司 叡帽萢

  型望フト叫エ言隠，三三薯琶牛叡告杢曙望誤。1珠望ス｝芒，。二二甘三舎・咽，

  釜起｛｝糾薯朔宅｝洲宅引舟山香人トさ｝ユ剛力夷01τ｝．

3） 「王・遇是糾71茎喜」o画斜蚤旭呈夢野￥｝刃1斗昇到τ判を釧州四書，叫｛｝：野砲u｝．

  呈想暑尋喜：至日月｝呈 （嘱望薯｛｝壮重｝重｝暑・囚・ト週刈）暑（痔小別暑型剋7ト，三宅｝量

  魁唱毛｝，7開，呈司三子暑皿・筏財．皇司哩魍吾圃号手到，王ム旦暑呈月望司吾，モ司斗

  量モ瑚，o回翅司日，中｝解潮 号州 星｝剛，蚤旭璽｝三叫 望早釧 入個陪 暑（月7ト望刈

  司翌妊叫．

  蚤起呈糾暑望合：呈想｛｝糾尋叫宅圃翅調暑是観到そ｝暑．

  望駐日｝エ｛｝糾喜：ス爬至壇聖訓1手艇｝暑司書刈｛｝刈暑召豆．・匿薯古｝叫～廿。庵

  岡エ露訳ヨ薯・湘舌｝ス1鴇セτ｝セ環畠鯛1苛セ現。1昇豊．

4）・図叫皿崔｝ぞ咽モ司暑7団7ト鰍鯛～里ス｝七瑚奇糾入團釧閉叫丑舟州銀咽

316



島村 嘱一・・展…㎜囲・・…

」叫神ス障唱立呈凡譲≧雑到用一器・笹暑ス障d1刃書入図入1z掴皇呈可碍坦叫暑豊

呈昇斗叫暑豊祉墾釧7阻ス隠調司。1叫コ噌z料エユ．入陪書饗週司・ユ銀告虐音唄暑明

早エ盤珠ス信刀図，テ沼明入肥舎叫暑豊釧“異界万嘩鏡”（武蔵｛羽叫態｝軒早・剋舎香：皿喜），

全朴ヲト剋遭叫暑暑釧“大阪人権博物館展示綜合圖録一人権からみた日本社会” （山梨県立

φスド汐同軒・望器準），号沼頸入ト叫暑豊到男入圃奢碧ヌ｝“歴障’（国学院司司一・望薯剋舎司・）

号暑入陪胡鍛味
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